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(57)【要約】
【課題】走査ライン方向の発光画素数を増加させる場合
であっても、Ｄｕｔｙ比の増加に伴う印加電流及び電圧
の増加を抑制でき、表示の大型化，消費電力の低減，輝
度寿命の更なる向上を可能とする有機ＥＬディスプレイ
を提供する。
【解決手段】基板上に複数ライン形成される信号電極１
と、各信号電極１と交差するように複数ライン形成され
る走査電極２と、信号電極１と走査電極２との間に少な
くとも発光層を有する有機層が積層形成されてなる発光
画素と、を備えてなる有機ＥＬディスプレイである。信
号電極１は、各走査電極２と対向する複数の画素電極１
ａと各画素電極１ａと接続される配線電極１ｂとを有す
る。異なる配線電極１ｂに接続される画素電極１ａが、
走査電極２の１ラインに対して交差方向に複数対向する
ように並置される。配線電極１ｂは、絶縁層を介して各
画素電極１ａの前記発光画素を構成しない個所の上方に
形成されてなる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
基板上に複数ライン形成される信号電極と、前記各信号電極と交差するように複数ライン
形成される走査電極と、前記信号電極と前記走査電極との間に少なくとも発光層を有する
有機層が積層形成されてなる発光画素と、を備えてなる有機ＥＬディスプレイであって、
前記信号電極は、前記各走査電極と対向する複数の画素電極と前記各画素電極と接続され
る配線電極とを有し、
異なる前記配線電極に接続される前記画素電極が、前記走査電極の１ラインに対して交差
方向に複数対向するように並置され、
前記配線電極は、絶縁層を介して前記各画素電極の前記発光画素を構成しない個所の上方
に形成されてなることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項２】
前記絶縁層は、前記画素電極と前記配線電極とを接続するコンタクトホールを有してなる
ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項３】
前記各配線電極は、前記発光画素の各列間に並置して形成されてなることを特徴とする請
求項１に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項４】
前記配線電極を覆う他の絶縁層を有することを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬディ
スプレイ。
【請求項５】
前記配線電極は、前記画素電極よりも電気抵抗の低い材料によって形成されてなることを
特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項６】
前記配線電極は、前記基板の一辺側に向けて形成されてなることを特徴とする請求項１に
記載の有機ＥＬディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）素子を用いた有機ＥＬディスプレイ
に関し、特にパッシブ駆動の有機ＥＬディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機材料によって形成される自発光素子である有機ＥＬ素子としては、例えば、ＩＴＯ
（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）等からなる陽極と、少なくとも発光層を有する有
機層と、アルミニウム（Ａｌ）等からなる非透光性の陰極と、を順次積層してなるものが
知られている（例えば、特許文献１参照）。かかる有機ＥＬ素子は、前記陽極から正孔を
注入し、また、前記陰極から電子を注入して正孔及び電子が前記発光層にて再結合するこ
とによって光を発すると解されている。
【０００３】
　また、有機ＥＬ素子を透光性の基板上に設けてなる有機ＥＬディスプレイにおいては、
その駆動方式としてパッシブ駆動方式が知られている。パッシブ駆動の有機ＥＬディスプ
レイは、透光性基板上に信号電極を複数のライン状に形成し、走査電極を前記信号電極と
交差するように複数のライン状に形成して前記信号電極と前記走査電極との交差位置を発
光画素とし、この発光画素を複数配置して発光部を構成するものである。かかる有機ＥＬ
ディスプレイは、線順次走査された画像が前記表示部に表示される。かかるパッシブ駆動
の有機ＥＬディスプレイは、アクティブ駆動方式と比較して製造が容易であるといった利
点がある。
【特許文献１】特開昭５９－１９４３９３号公報
【特許文献２】特開２００１－２１７０８１号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　また、情報の多量化及び多様化によって、近年ディスプレイにはさらなる大型化・高精
細化が求められている。しかしながら、パッシブ駆動の有機ＥＬディスプレイにおいて前
記発光画素を増加させる場合、特に前記走査電極の増加に伴って発光駆動のＤｕｔｙ比が
増加して前記走査電極１ラインあたりの電圧印加時間が短くなり、これを補うために印加
する電流・電圧が比例して増加してしまう。そのため、駆動ＩＣや製品仕様上の要求制限
によって前記走査電極側の発光画素数を増加させることが困難であるという問題点があっ
た。
【０００５】
　上記の問題点に対して、パッシブ駆動における低電圧・低電流化のための手段として、
特許文献２には、信号電極を矩形状の画素部と細線状の引き出し線部とが交互に連続する
櫛歯状の電極パターンで形成し、走査電極との交差部において異なる信号電極の画素部が
互いに入れ子状に組み合わされ、前記交差部を１つの走査電極と少なくとも２つの信号電
極（画素部）とが交差するように構成する方法が開示されている。しかしながら、かかる
方法では、３つ以上の信号電極を１つの走査電極と交差させる構成を取ることができない
といった問題点があり（引き出し線部に交差個所が生じるため）、表示の大型化，消費電
力の低減，輝度寿命の向上を図るには更なる改善の余地があった。
【０００６】
　本発明は、前述した問題点に着目し、走査ライン方向の発光画素数を増加させる場合で
あっても、Ｄｕｔｙ比の増加に伴う印加電流及び電圧の増加を抑制でき、表示の大型化，
消費電力の低減，輝度寿命の更なる向上を可能とする有機ＥＬディスプレイを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、前記課題を解決するために、基板上に複数ライン形成される信号電極と、前
記各信号電極と交差するように複数ライン形成される走査電極と、前記信号電極と前記走
査電極との間に少なくとも発光層を有する有機層を積層形成してなる発光画素と、を備え
てなる有機ＥＬディスプレイであって、前記信号電極は、前記各走査電極と対向する複数
の画素電極と前記各画素電極と接続される配線電極とを有し、異なる前記配線電極に接続
される前記画素電極が、前記走査電極の１ラインに対して交差方向に複数対向するように
並置され、前記配線電極は、絶縁層を介して前記各画素電極の前記発光画素を構成しない
個所の上方に形成されてなることを特徴とする。
【０００８】
　また、前記絶縁層は、前記画素電極と前記配線電極とを接続するコンタクトホールを有
してなることを特徴とする。
【０００９】
　また、前記各配線電極は、前記発光画素の各列間に並置して形成されてなることを特徴
とする。
【００１０】
　また、前記配線電極を覆う他の絶縁層を有することを特徴とする。
【００１１】
　また、前記配線電極は、前記画素電極よりも電気抵抗の低い材料によって形成されてな
ることを特徴とする。
【００１２】
　また、前記配線電極は、前記基板の一辺側に向けて形成されてなることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、有機ＥＬ素子を用いた有機ＥＬディスプレイに関し、特にパッシブ駆動の有
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機ＥＬディスプレイに関するものであって、走査ライン方向の発光画素数を増加させる場
合であっても、Ｄｕｔｙ比の増加に伴う印加電流及び電圧の増加を抑制でき、表示の大型
化，消費電力の低減，輝度寿命の更なる向上を可能とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、添付図面に基づいて本発明の実施形態について説明する。
【００１５】
　まず、本発明の実施形態である有機ＥＬディスプレイを添付図面に基づいて説明する。
前記有機ＥＬディスプレイは、その基本構成として、基板上に複数ライン形成される信号
電極と、前記各信号電極と交差するように複数ライン形成される走査電極と、前記信号電
極と前記走査電極との間に積層形成される少なくとも発光層を有する有機層と、を備えて
なるものである。
【００１６】
　図１は、前記有機ＥＬディスプレイの電極構造の一例を示すものである。１は、画素電
極１ａと配線電極１ｂとを有し陽極となる信号電極である。２は、信号電極１の各ライン
と交差するように形成され陰極となる走査電極である。前記有機ＥＬディスプレイは、画
素電極１ａと走査電極２との対向（交差）個所が発光画素（有機ＥＬ素子）となり、この
発光画素をマトリクス状に複数形成して発光部を構成している。図２はその要部拡大図で
あり、画素電極１ａの１列についてのみ図示しており、Ｄは発光画素を示している。
【００１７】
　図３は、前記有機ＥＬディスプレイの要部断面図である。３は、画素電極１ａと配線電
極１ｂとの間に形成される第一の絶縁層である。４は、配線電極１ｂ及び画素電極１ａの
一部を覆う第二の絶縁層（他の絶縁層）である。５は、少なくとも発光層を含む有機層で
ある。６は、走査電極２を分離形成するためのリブ（隔壁）である。７は、支持基板であ
る。
【００１８】
　信号電極１は、支持基板７上に複数列形成される電極ラインであり、走査電極２の各ラ
インと対向する複数の画素電極１ａと、各画素電極１ａと接続される配線電極１ｂと、を
それぞれ有するものである。信号電極１は、発光画素Ｄの列方向（走査電極２との交差方
向）に隣り合う複数個（本実施形態では連続する４個）を１ユニットとした場合、１ユニ
ット内の各画素電極１ａがそれぞれ異なる配線電極１ｂと接続されるように形成されてい
る。すなわち本実施形態における信号電極１は、４ラインで発光画素Ｄの１列を構成する
ように形成される。
【００１９】
　画素電極１ａは、例えばＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）等の透光性の導
電材料をスパッタリング法等の方法で支持基板７上に層状に形成し、例えばフォトリソグ
ラフィー法にて所定形状にパターニングしてなるものである。本実施形態においては、各
画素電極１ａは、略矩形状に形成され支持基板７上にマトリクス状に複数配置される。
【００２０】
　配線電極１ｂは、クロム（Ｃｒ）等の画素電極１ａの構成材料よりも電気抵抗の低い材
料をスパッタリング法等の方法で画素電極１ａの上方に層状に形成し、例えばフォトリソ
グラフィー法にて所定形状にパターニングしてなるものである。各配線電極１ｂは、図２
に示すように、画素電極１ａの発光画素Ｄを構成しない個所、すなわち画素電極１ａの周
辺部上に第一の絶縁層３を介して形成され、発光画素Ｄの各列間に並置される。配線電極
１ｂは、発光画素Ｄの各列において信号電極１の１ラインを構成する各画素電極１ａと第
一の絶縁層３に形成されるコンタクトホール３ａを介して接続される。また、配線電極１
ｂは支持基板７の一辺側に向けて配線され、信号電極側駆動回路８に接続される。
【００２１】
　走査電極２は、アルミニウム（Ａｌ）等の導電材料を蒸着法等によって層状に形成する
とともにリブ６によって複数行に分離形成してなる電極ラインである。走査電極２は、そ
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れぞれ信号電極１の各ラインと交差し、交差方向に発光画素Ｄの１ユニットを構成する、
異なる配線電極１ｂに接続される４個の画素電極１ａと対向するように形成される。また
、走査電極２はそれぞれ走査電極側駆動回路９に接続される。
【００２２】
　第一の絶縁層３は、各画素電極１ａと各配線電極１ｂとの間に形成されるものであって
、発光画素Ｄの各列において信号電極１の各ラインを構成するべく、信号電極１の１ライ
ンを構成する画素電極１ａと配線電極１ｂとの対向個所にコンタクトホール３ａを設けて
画素電極１ａと配線電極１ｂとを接続させ、また、信号電極１の１ラインを構成しない画
素電極１ａと配線電極１ｂとの間の短絡を防止するものである。
【００２３】
　第二の絶縁層４は、配線電極１ｂ及び画素電極１ａの周辺部を覆う絶縁層であって、開
口部を形成して発光画素Ｄを画定し、また、発光画素Ｄ以外の個所での信号電極１と走査
電極２との短絡を防止するものである。
【００２４】
　有機層５は、少なくとも所定の発光を呈する発光層を含むものであり、例えば正孔注入
輸送層，発光層，電子輸送層及び電子注入層が積層形成されてなるものである。
【００２５】
　リブ６は、第二の絶縁層４上に絶縁性の樹脂材料を信号電極１との交差方向に複数のラ
イン状に形成してなるものであり、前記導電材料の層を分断し、走査電極２を形成するた
めのものである。なお、リブ６は走査電極２を良好に分離形成するためにその断面が逆テ
ーパー状であることが望ましい。
【００２６】
　支持基板７は、例えばガラス材料からなる透光性の基板である。
【００２７】
　信号電極側駆動回路８は、走査電極側駆動回路９による走査電極２の順次走査に応じて
所定の画像を表示するべく配線電極１ｂを介して各画素電極１ａに給電するものである。
【００２８】
　走査電極側駆動回路９は、走査電極側駆動回路８は、所定のＤｕｔｙ比で走査電極２を
順次走査するものである。
【００２９】
　かかる有機ＥＬディスプレイは、いわゆる多重マトリクス構造となるものであり、Ｄｕ
ｔｙ駆動する走査電極２の各ラインに対して異なる配線電極１ｂに接続された画素電極１
ａが列方向に４個（本）対向するように配置するものである。すなわち、走査電極２の１
ライン走査時に発光画素Ｄの４行を信号電極側駆動回路８側で個々に点灯制御する事がで
き、列方向の画素数を増加させる場合であっても輝度寿命の低下，電圧上昇あるいは消費
電流及び消費電力の増加を抑制することが可能となる。さらに、本実施形態の有機ＥＬデ
ィスプレイは、配線電極１ｂを第一の絶縁層３を介して各画素電極１ａの上方に形成する
ことによって、個別に点灯制御可能な３個以上の画素電極１ａが走査電極２の各ラインと
交差方向に対向する構成とすることが可能であり、表示の大型化，消費電力の低減及び発
光寿命のさらなる向上が可能となる。
【００３０】
　なお、本実施形態においては、走査電極２の各ラインに対して異なる配線電極１ｂに接
続される画素電極１ａが交差方向に４個対向するように並置されるものであったが、本発
明は、３個以上の異なる配線電極１ｂに接続される画素電極を交差方向に３個以上並置す
る構成であれば十分な効果を得ることができる。また、個別に点灯制御可能な２個の画素
電極１ａが走査電極２の各ラインと交差方向に対向する構成とする場合にも、配線電極１
ｂの形状を簡素化することができる効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施形態である有機ＥＬディスプレイの電極構造を示す概観図である。
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【図２】同上有機ＥＬディスプレイの要部拡大図である。
【図３】同上有機ＥＬディスプレイの要部断面図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１　　信号電極
　１ａ　画素電極
　１ｂ　配線電極
　２　　走査電極
　３　　第一の絶縁層
　３ａ　コンタクトホール
　４　　第二の絶縁層（他の絶縁層）
　５　　有機層
　６　　リブ
　７　　ガラス基板
　８　信号電極側駆動回路
　９　走査電極側駆動回路
　Ｄ　発光画素

【図１】 【図２】
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